
福
井
の
幕
末
明
治 

歴
史
秘
話 

関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
地

鯖
江
藩
の
城
下
町

現在、屋形町の一角に「明治大学創立者・矢
や

代
しろ

操
みさお

先生旧宅」
を示す看板があります。今では藩政時代の面影を残す建物は少
なくなりましたが、入り組んだ周辺の道々から、かつて鯖江藩
政の中枢であった陣屋の痕跡を見出すことができます。

【住所】鯖江市深江町・屋形町・本町・旭町周辺（福井鉄道西鯖江駅周辺）

「明治大学創立者・
矢代操先生旧宅」看板

鯖江藩の武家屋敷跡地
（鯖江市指定文化財 植田家長家門）

参考資料等
明治大学史資料センター編『私学の誕生－明治大学の三人の創立者－』創英社・三省堂書店、
松井政治編『新撰鯖江誌』 新撰鯖江誌復刻刊行会、 鯖江市史編纂委員会『鯖江市史』史料編別巻地誌類編 鯖江市

鯖江市教育委員会文化課執筆・協力

明
治
大
学
駿
河
台
校
舎
に
立
つ
三
人

の
創
立
者
の
銅
像
。
そ
の
一
人
は
、

鯖
江
市
出
身
の
矢
代
操
で
す
。

　

嘉
永
５
（
１
８
５
２
）
年
、
鯖
江
藩
士

松
本
家
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た
操
は
、

文
久
元
（
１
８
６
１
）
年
頃
に
藩
校
進
徳

館
に
入
学
し
ま
す
。
進
徳
館
は
文
化
11

（
１
８
１
４
）
年
創
立
の
稽
古
所
を
前
身

と
す
る
藩
校
で
、
間ま

な
べ部
詮あ

き
か
つ勝
が
改
称
し
、

儒
臣
芥あ

く
た
が
わ川
氏
が
教
授
を
務
め
ま
し
た
。
翌

年
、
詮
勝
は
江
戸
藩
邸
の
稽
古
所
も
惜せ

き
い
ん陰

堂
と
改
め
、
芥
川
氏
の
学
問
の
流
れ
を
汲

む
大お

お
ご
う郷

氏
が
教
授
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

慶
応
元
（
１
８
６
５
）
年
、
操
は
藩
校

の
素そ

読ど
く

掛が
か
り

（
藩
校
に
入
学
し
た
者
に
文
字

の
読
み
方
を
指
導
す
る
役
）に
命
ぜ
ら
れ
、

教
育
者
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

す
。
明
治
２
（
１
８
６
９
）
年
に
矢
代
家

の
養
子
に
迎
え
ら
れ
て
家
督
を
相
続
し
、

翌
年
、
鯖
江
藩
の
貢
進
生
に
推
挙
さ
れ
て

大
学
南
校
（
現
在
の
東
京
大
学
）
で
学
ぶ

こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
操
は
上

京
後
に
肋
膜
炎
を
患
い
ま
す
。
壮
絶
な
闘

病
の
末
、
大
学
に
復
す
る
こ
と
は
で
き
ま

し
た
が
、明
法
寮
（
後
の
司
法
省
法
学
校
）

に
転
学
後
の
成
績
は
振
る
わ
ず
、卒
業
後
、

司
法
省
へ
の
登
用
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
一
方
、
操
の
学
友
で
鳥
取
藩
出
身

の
岸き

し
も
と本
辰た

つ

雄お

と
天
童
藩
出
身
の
宮み

や
ぎ城
浩こ

う
ぞ
う蔵

は
優
秀
な
成
績
で
司
法
省
法
学
校
を
卒
業

し
、
フ
ラ
ン
ス
へ
留
学
。
異
国
の
地
で
猛

勉
強
に
励
み
ま
し
た
。

　

学
校
卒
業
後
の
操
は
法
律
専
門
学
校
の

講
法
学
舎
の
設
立
に
奔
走
し
ま
す
。
岸
本
・

宮
城
が
帰
国
す
る
と
、
３
人
は
共
に
法

学
教
育
の
理
想
像
を
追
い
求
め
、
明
治
14

（
１
８
８
１
）
年
、
つ
い
に
東
京
府
数す

き

や
寄
屋

橋
内
旧
三
楽
舎
（
旧
島
原
藩
邸
）
を
借
り

受
け
て
明
治
法
律
学
校
（
現
在
の
明
治
大

学
）
を
創
立
し
ま
し
た
。
創
立
に
関
し
、

当
時
の
『
東
京
日
日
新
聞
』
は
「
無
事
開

校
さ
れ
た
の
は
、
矢
代
操
が
一
人
一
人
あ

ち
こ
ち
を
走
り
回
り
、
世
話
し
た
か
ら
だ
」

と
報
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
彼
ら
は
教
育
と
学
校
経
営
に
携

わ
り
な
が
ら
官
僚
と
し
て
も
活
動
し
て
お

り
、
操
は
元
老
院
書
記
官
を
経
て
貴
族
院

議
事
課
長
を
務
め
、
岸
本
は
太
政
官
御
用

掛
・
東
京
大
学
法
学
部
講
師
・
法
制
局
参

事
官
・
司
法
省
参
事
官
な
ど
を
経
て
大
審

院
判
事
と
な
り
、
宮
城
は
大
審
院
検
事
・

司
法
省
参
事
官
を
務
め
た
後
、
政
界
に
進

出
し
て
い
ま
す
。

　

明
治
法
律
学
校
が
開
校
し
た
年
は
、

自
由
民
権
運
動
の
高
ま
り
に
呼
応
し
て

国
会
開
設
の
詔

し
ょ
う
ち
ょ
く
勅
が
発
せ
ら
れ
た
年
で

も
あ
り
ま
す
。
学
生
数
が
年
々
増
え
る

中
、
司
法
官
僚
で
も
あ
っ
た
操
は
明
治

23
（
１
８
９
０
）
年
の
帝
国
議
会
開
会
に

向
け
て
心
身
を
消
耗
し
、
病
床
に
臥
し
て

し
ま
い
ま
す
。
彼
は
生
徒
た
ち
の
未
来
に

想
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
39
歳
の
若
さ
で
旅

立
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

近
代
法
学
の
草
創
期
を

駆
け
抜
け
た

矢や

し

ろ代
操み

さ
お

矢代操肖像
（明治大学史
資料センター蔵）

「間部家文書」矢代操の足跡
（鯖江市まなべの館蔵）
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